
 

高等部の取り組み  ～進路学習週間・第Ⅰ期現場実習・校内実習～ 
 ６月９日（月）～20日（金）の２週間、高等部で進路に関する学習がありました。 

 １年生は、１週目に進路学習週間として、企業（レイクビュー水戸）や福祉施設（むつみ、はげみ、のぞみ）

へ行き、施設見学や体験を通して働くことへの「意識作り」を深めました。２週目からは、初めての校内実習に

取り組み、外部から委託された割り箸の袋詰めや検尿キット作り、リサイクル作業等の活動を行いました。 

 ２年生は、現場実習と校内実習を、それぞれ５日間ずつ取り組みました。現場実習では、教師がいない中で緊

張しながらも、作業に取り組んだり、各現場実習先で他の利用者の方と関わったりするなど新たな面が見られ、

進路の「選択」に向けた第一歩を踏み出しました。 

 ３年生は、10日間の現場実習の中で、仕事への意識を強くもち、また仕事を覚えること以外にも、周囲の人と

関わりながら実習を行うことで、２年生の時との違いに気付き、進路の「決定」に向けた材料となりました。 

 

３

年

生 

ウエルシア 百合丘店 クオリティオブライフ就労支援センター のっぱらの扉 

   

内容 フロア清掃 弁当の盛り付け 創作活動 
    

２

年

生 

ホームセンター山新渡里店 フロイデ工房みと堀町 ぱるあっぷ 

   

内容 商品の品出し、前出し 清掃 シュレッダー 
 

１

年

生 

校 内 実 習 

   

内容 検尿キット作り お箸セット作り おしぼりのリサイクル 
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校内実習とは…通常の時間割を変更し、１校時から６校時まで校内で作業学習を行います。働く意識を高 
めるために、生徒は登校ではなく「出勤」し、タイムカードも押します。 

 
現場実習とは…自宅から直接実習先に出勤して１日仕事を行い、実習先の方と一緒に作業をしたり、昼休 

みに一緒に食事をしたりする学習です。 


